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今
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紙
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ラ
面
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松
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そ
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ポ
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六
面（
詩
面
）

み
ん
な
の
詩

七
面（
語
面
）

「
は
い
」か「
い
い
え
」か

八
面（
ト
ピ
ッ
ク
ス
）

波
田
先
生
だ

か
ら
す
新
聞
は
学
習
塾
カ
ラ
ー
ズ

が
母
体
と
な
っ
て
、
世

界
に
文
化
と
芸
術
を
発

信
す
べ
く
発
行
し
て
い

る
新
聞
で
す
。

誰
で
も
自
由
に
参
加

で
き
ま
す（
無
茶
じ
ゃ

な
い
範
囲
で
）。

せ
い

き

ま
つ

世
紀
末
だ
か
ら
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
だ
ろ
う

ち
ょ
う
じ
ょ
う
げ
ん
し
ょ
う

け
れ
ど
、
近
ご
ろ
、
い
わ
ゆ
る
超

常
現
象
が
マ
ス
コ

き

か
い

ふ

こ
う
て
い

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
肯
定

は

ひ

て
い

む

か
ん
し
ん

は
ん
の
う

派
、
否
定
派
、
そ
し
て
無
関
心
な
人
々
と
、
反
応
は

さ
ま
ざ
ま

い
ず

し

ち
ょ
う

様
々
で
あ
ろ
う
が
、
孰
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
な
り
の
視
聴

し
ゃ

ど
く
し
ゃ

あ
つ

ま

ち
が

者
や
読
者
を
集
め
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う

だ
。

セ
テ
ィ

み
な
さ
ん
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
（th

e
 

S
e

a
rth

 
fo

r

E
xtraT

errestrial Intelligence

）と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ご

ぞ
ん

じ

ち
ょ
く
や
く

ち

き
ゅ
う
が
い

ち

せ
い

御
存
知
だ
ろ
う
か
。
直
訳
す
れ
ば「
地
球
外
知
性
の

た
ん
さ
く

ひ
ら

な
ん

探
索
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。
平
た
く
言
え
ば
、
何
の
こ

う

ち
ゅ
う
じ
ん
さ
が

と
は
な
い
、
宇
宙
人
探
し
で
あ
る
。
と
言
っ
て
も
、
こ

ひ

た
ぐ
い

れ
は
お
遊
び
や
冷
や
か
し
の
類
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と

ち
ょ
う

さ

め

ざ

し
た
調
査
を
目
指
し
た
も
の
。

て
い
じ
ょ
う
て
き

で
ん

ぱ

そ
ん
ざ
い

宇
宙
に
は
定
常
的
に
電
波
が
存
在
し
て
お
り
、
そ

へ
い
き
ん

ち

の
平
均
値
も
わ
か
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
こ
で
、
宇
宙

じ
ょ
う
た
い

し
ら

い
つ
だ
つ

の
電
波
の
状
態
を
調
べ
て
、
平
均
値
か
ら
逸
脱
し
て
い

る
と
言
え
そ
う
な
も
の
を
み
つ
け
よ
う
、
そ
こ
に
は
何

た
ん

し

ぜ
ん

ら
か
の
単
な
る
自
然
で
は
な
い
も
の
が
存
在
す
る
は
ず

だ
、
と
い
う
の
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し
の
あ
ら
ま
し
で
あ

か
ん
た
ん

じ
つ

し
ゅ
う
し
ゅ
う

る
。
こ
う
書
く
と
簡
単
な
よ
う
だ
が
、
実
は
、
収

集

り
ょ
う

ぼ
う
だ
い

か
い
せ
き

お
の

す
る
電
波
量
も
膨
大
な
ら
、
解
析
す
べ
き
デ
ー
タ
も
自

か
ん
れ
ん

き

か
ん

ず
と
膨
大
に
な
り
、
大
学
や
関
連
機
関
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

か
つ
よ
う

お

タ
を
フ
ル
に
活
用
し
て
も
追
い
つ
か
な
い
よ
う
な
の
で

た
ん
じ
ゅ
ん

し
ょ

り

あ
る
。
単
純
な
話
、
処
理
す
べ
き
デ
ー
タ
に
対
し
て
、

け
い
さ
ん

き

ふ

そ
く

じ
ょ
う
き
ょ
う

計
算
機
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
状

況
だ
。
こ
の
問

か
ん
わ

む

り

や

題
を
少
し
で
も
緩
和
し
よ
う
と
、SE

T
I@

hom
e

（
無
理
矢

り

や
く

理
訳
せ
ば
、
お
う
ち
で
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
、
あ
た
り
だ
ろ
う
か

き
わ

げ
ん
だ
い

あ
ん

と

…
）と
い
う
、
極
め
て
現
代
的
な
案
が
採
ら
れ
た
。

せ

か
い

世
界
は
す
っ
か
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
で
あ

る
。
そ
こ
か
し
こ
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

ち散
ら
ば
り
、
そ
の
多
く
が
何
ら
か
の
形
で
ネ
ッ
ト
に

せ
つ
ぞ
く

こ

じ
ん

接
続
で
き
る
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
が

じ
っ
さ
い

し

よ
う

そ
れ
ら
を
実
際
に
使
用
し
て
い
る
時
間
な
ど
、
ご
く
ご

か
ぎ

き

ぎ
ょ
う

く
限
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
。
企
業
や
大
学
で
使
っ

あ

て
い
る
も
の
に
し
て
も
、
空
き
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ

ゆ
う
こ
う

り

よ
う

る
。
そ
れ
ら
を
有
効
利
用
し
よ
う
、
と
い
う
の
が
こ
の

け
い
か
く

し
ょ
う
さ
い

は
ぶ

か

ど
う

計
画
だ
。
詳
細
は
省
く
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
稼
働
さ

で
ん

き

だ
い

り
ょ
う
き
ん

び

び

せ
て
お
く
電
気
代
と
接
続
す
る
料
金
だ
け（
実
に
微
々

ふ

た
ん

だ
れ

そ
う
だ
い

た
る
も
の
で
あ
る
）を
負
担
す
れ
ば
、
誰
も
が
こ
の
壮
大

さ
ん

か

な
宇
宙
人
探
し
計
画
に
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

で
き
る
の
で
あ
る
。

宇
宙
人
好
き（
会
っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
こ
う
い
う

と
う
ぜ
ん

の
も
お
か
し
な
話
だ
が
…
）の
私
は
、
当
然
、
参
加
し
て

の

つ
い

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
延
べ
四
〇
〇
時
間
ほ
ど
費
や

し
ょ

り

お
こ
な

し
て
十
三
回
分
の
デ
ー
タ
処
理
を
行
っ
た
。
と
言
っ
て

わ
ず
ら

み

じ
ん

も
、
煩
わ
し
い
こ
と
な
ど
微
塵
も
な
い
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
な
い
時
間
に

か
っ

て

ど
う

さ

勝
手
に
動
作
し
て
く
れ
る
の
で
、
私
が
や
ら
な
け
れ
ば

さ

ぎ
ょ
う

な
ら
な
い
作
業
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
も
、
万
が

わ

や

は
っ
け
ん

つ
な

ば

一
、
我
が
家
で
計
算
し
た
も
の
が
発
見
に
繋
が
っ
た
場

illustlated by Yuka Okaya
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Ken-ichi Shinozaki, architect

5-12-3 Asagaya-Kita, Suginami-ku, Tokyo,
Telephone & Facsimile: 81-3-3223-0456;

e-mail: geta-s@t3.rim.or.jp

篠崎健一アトリエ

松本と話そう。ピン、ポン、パン松本と話そう。ピン、ポン、パン松本と話そう。ピン、ポン、パン松本と話そう。ピン、ポン、パン松本と話そう。ピン、ポン、パン

ひらめかないでいる。ひらめかないでいる。

イタリア、スペイン、などが実は最初ひらめいて、つぎにバリだった

のだが、実はもう既にパスポ-トの期限が切れていて、また獲得する頃に

はもう仕事に戻らなくてはならず、流れた。それで、日本内でどっか、

とひらめきを受け入れんとしているが、なかなかやって来ない。で、そ

うしているうちに、もう１週間のバカンスが始まろうとしている。

バカンスって真空とか、無とか、本来そう言う意味なんだから、今、

まさに心はバカンスである。いや、そうじゃないな、ひらめきを受け入

れんとしてる、なんて言う状態は、バカンスじゃないな。欲がある。ひ

らめきは無心から出るんだろうから、こんなんじゃひらめくはずもな

い。でも、欲をなくそう、なんていうのもこれも欲である。うん、だか

ら、欲が有るならあっていいし、無いなら無くていいし、好きにいよ

う。そうすれば、時間的なバカンスも同時に付いてくるだろう。ああ、

何言ってんだろう。

まずは、東京から動きたい。いま、オレの体内細胞の一つ一つは、違

うリズム、違うバイブレーションを欲しがっている。そして、それは、

原始的というか、本能的というか、そういうものを強力に放っているも

のであるようだ。となると、オレの場合決まって南なんだよな。そりゃ

そうか、熊本という南国で、精子と卵子が結びつき、オレの原形ができ

あがったんだから。

そういえば、南国で、精子で思い出したんだけども、こないだ電車で

週刊誌の中吊りに書いてあったことなんだが、東京の成人男性の精子の

数が、九州の連中のと比べると2分の1というデータがでたんだって。そ

れを買ってちゃんと読んだわけではないんで、どこのもので、どれほど

正確か知らないが、分かる気はする。他県は分からないが、熊本の若造

どもは、ギラギラしている。まさに、豚骨スープだ。それは、連中の生

命力がもたらしているように思える。ちなみに、ゴキブリもそう。しか

も、やつらは叩いても簡単には死なず、飛んで立ち向かってくるものさ

えいる。そういえば長寿率や、出生率は南の県が高いという厚生省の白

書にもでてるもんな。きっと、そうなのだろう。将来、たくさん子供が

欲しいよい子のみなさん、九州の男と結婚しよう。

これは、女性にもいえるかもな。最近、マスコミが言うには、不妊症

が増えてるらしい。（マスコミなんて一番当てにならないんだが。）　子

宮内膜症などといった婦人科系の疾患の増加と関係があるらしい。それ

で、なんかのときに、うちの親父が産婦人科医なもんで、そんな実感は

あるか、なんて聞いてみたら、のんきに「いいや。」という返事が返って

きた。これは、どっちかが間違っているかもしれないし、両者とも正し

いかもしれない。で、オレは、両者とも正しいと思う。マスコミの情報

は全国に届くが、それは東京発だから、ネタも東京ものになってしま

う。西麻布を猿が騒がせているのをうちの母親でも知っていた。都庁に

カミナリが落ちたのも知っていた。そう、不妊症が増えているというの

も、東京のことなのかも知れないのだ。東京に関して言えば、正しいと

いうことになるのだ。あと、熊本の出生率の高さからすれば、婦人科の

疾患が熊本で増えてるとは思えない。つまり、うちの親父の実感も正し

いということになる。

それにしても、なんでなんだろうね、これは。いろんなことが関係し

てるんだろうな。食い物、水、空気、電磁波、精神状況、価値観。オレ

はこのなかでも、精神状況のファクタ-が最も強い気がする。生きていた

い、という明確な意志が意識的な部分であれ無意識的な部分であれ、希

薄になっているように思える。それが、肉体的現象としてあらわれてい

るのだろうと思う。いうならば、無意識のうちの、消極的自殺である。

とはいえ、これは、いかにも人間的な現象にも思え、決して価値的にネ

ガテイブなこととしてとらえきれない。

しかし、面白いよね。しばらく前までは都市人口の過密化、農村人口

の過疎化の問題がとやかく言われてきたが、今度は立場が逆になっちゃ

うかもね。

でもまた、ず�っと時間が経つとまたなんか他の理由で、その逆が逆

になるに違いない。世の中、どうやら、生命体の呼吸と同じく、止むこ

とのない、吸う、吐くの繰り返しで成り立っているようだから。止むと

きは滅びるときなんだろう。

ようし、まずは、東京駅に行こう。そして、東海道線に乗るか。そし

て、南西の方向へ向かおうか。いや、やっぱ、羽田に行こう。小笠原へ

飛ぶか。楽しみだ、明日はどこにいるのだろう。

てなことでみなさん、たぶんこれからブラブラしてきます。お仕事、

お勉強、頑張って下さい。

梅雨梅雨梅雨梅雨梅雨
の由来は、梅の実が熟すこ

ろに降る雨、ということで

あった。

中國料理

コウテンエン ユウコウエン

廣天園　裕香園廣天園　裕香園廣天園　裕香園廣天園　裕香園廣天園　裕香園



3か ら す 新 聞 19991999199919991999年年年年年 (((((平成平成平成平成平成1 11 11 11 11 1年年年年年) 7) 7) 7) 7) 7月月月月月2 52 52 52 52 5日　日曜日日　日曜日日　日曜日日　日曜日日　日曜日

Rei’s G allerly

多重人格



4 か ら す 新 聞 19991999199919991999年年年年年 (((((平成平成平成平成平成1 11 11 11 11 1年年年年年) 7) 7) 7) 7) 7月月月月月2 52 52 52 52 5日　日曜日日　日曜日日　日曜日日　日曜日日　日曜日

か・く・れ・み・の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ・う・し・ん自問自答自問自答自問自答自問自答自問自答
どうして山に登るの？どうして山に登るの？どうして山に登るの？どうして山に登るの？どうして山に登るの？

実際によく聞かれることですが、そこに山があるから、と答えて納得

してくれる人は、滅多にいません。うかつにも子供にそう答えてしまっ

た時なんかは、「じゃあ、ビルは」とか「じゃあ、でんちゅうは」と、突っ

込まれて大変でした。

答えは、ビールがおいしいから、かなぁ。これは嘘ではないし、この

一言で、その理由のほとんど全てといっても、言い過ぎではないでしょ

う。でも本当のところはというと、自分でもよくわからないというの

が、本当です。

どうして、あんなことしたのかしら？どうして、あんなことしたのかしら？どうして、あんなことしたのかしら？どうして、あんなことしたのかしら？どうして、あんなことしたのかしら？

例の全日空機ハイジャック事件を知ったのは、東京から少なくても、

２時間は電車に乗り、その後、２時間はバスに乗り、その後、１０時間

は歩かなければたどり着かない山の中でした。なんと、そんな所でも、

テレビ放送（衛星）をみることが出来るのです。みることが出来るといっ

ても、放映されるのは、夕食後のわずかな時間（基本的には７時前後の天

気予報）なので、そこから得られる情報量は、ごく僅かです。NHKのアナ

ウンサーの言葉をかりて具体的にいうと、

「全日空機がハイジャックされ、犯人は逮捕されましたが、機長が刺

されて死亡しました」。

さて、あなたが作家だとしましょう。この３つの事柄を含めてつくり

だせる物語は、幾つありますか？　たぶん１０や２０じゃ、効かないで

しょう。当然、山小屋の宿泊客（十数人）が、総脚本家化したことは言う

までもありません。ひとりひとりが、その豊かな？想像力と、旺盛な好

奇心とでつくりあげた物語を好き勝手にしゃべっています。ちなみに私

のはというと、新盗聴法にいきどうりを感じた犯人が、この法律の撤廃

を求めて旅客機をハイジャック。必死の説得にまったく応じない犯人

に、業を煮やした警察が突入。追い詰められた犯人は、機長を刺して自

分も自殺を試みるが失敗、逮捕。全くのでたらめなのは、皆さんご存じ

の通り。巷のもっぱらの話題は、容疑者の動機や人物像。どうして？、

なぜ？、なんのために？、という声が、あちらこちらで聞こえてきま

す。そういえば一年前の今ごろも、和歌山の辺りで同じような現象があ

りました。これらの疑問に、パーフェクトに答えられる人は、いないで

しょう。本人にしても・・・。

飛行機を操縦してみたい、と思う（思ったことがある）人は少なくはな

いでしょうが、ここまでする人は多いとは言えません。話はそれます

が、最近、何年振りかに野球をした時のこと。自分では、とれる、と

思ったボールがとれない。自分では、走っているつもりが、転んでる。

理想と現実は、なかなか一致しないものです。年をとるにつれて、頭は

でっかくなりますが、肉体は確実に退化しているようです。

しかし、現実を認識する、ということは、そう悪いことではありませ

ん。例えば、テストで５０点とりました。この事実だけでは、大して喜

ばしい数字とはいえませんが、前回は３０点、という事実がそこにあっ

たならば？　問題は、何もしないで３０点が５０点にはならない、とい

うこと。何にせよ、ゲームばかりしていても、パイロットにも野球選手

にも大工さんにも、なれません（きっかけには、なりますが）。

大家さんが新聞を持ってやって来ました。アトランタで、デイ・ト

レーダー（インターネット上で株を売買する人）と呼ばれる職業の人が、

銃を乱射したようです。デイ・トレーダーは全て大悪人、の如くのたま

わる大家さんの言葉を聞いていると、どうしてあんなことしたのかし

ら？、と神妙な面持ちで、テレビに映っているおばさんタレントの方

が、まともにみえるから不思議です。

またまた、どうして山にのぼるの？またまた、どうして山にのぼるの？またまた、どうして山にのぼるの？またまた、どうして山にのぼるの？またまた、どうして山にのぼるの？

やはりよく解かりません。はっきり言って辛いことばかりです。ノド

はカラカラ、ヒザはガクガク、意識も朦朧としてきました。あれ、でも

何だか変だな。こんなに死にそうなのに、こんなに生きてるって感じ。

この充実感は、一体、何なんだろう。山頂は、まだまだずっと先の、

ずっと高いところにあります。ちょっと休憩しましょう。疲れたら、立

ち止まって休んでみることも、大切です。あまり休憩が長いのも、考え

ものですが。

そろそろ、ひとり物思いにふけるのも、飽きてきました。誰かと話を

したい気分です。結局のところ、私は自分のことも他人のこともよくわ

からない、ということが、よくわかりました。でもそれは、そう悲観す

ることではありません。もし仮に私が、解けない謎などなく、他人の心

まで読めてしまうような超人であったならば、それはとても孤独でつま

らないことの様に思えます。私の頭の中は、疑問と希望と反省でいっぱ

いです。わかっていることは、たまに？酒を飲んでは、とてもわかった

（わかりあった）ような気分になるあれは、錯覚だと思いつつ、また飲み

に行ってしまう、大馬鹿者の中年（３３歳）男性ということだけです。

グループである。当然最後に１ドル50セントを払って地下鉄へ入れても

らったのは言うまでも無い。「オレの名前はサムだぜ！」本当かどうかは

定かでは無い。

地下鉄の構内に一度入ると改札から出ずに全ての路線に乗る事ができ

る。当然乗り換えの通路も入り組んでいて完全に迷路と化している。一

度ホームまで降りてから違う路線に行こうと思い長い連絡通路を歩いて

いると、先から非常にテンポの良い音が聞こえて来る。またもや、好奇

心をかきたてられ早足で音源に向かった。地下道では同見てもジャマイ

カンの格好をした上半身裸の×××がパーカッションだけでサンバを演

奏している。その横でこれもジャマイカンの格好をしてサンバを踊り

狂っているオバハンがいた。驚くのはそのどちらもめちゃめちゃハイレ

ベルなのだ。どうみてもカッチイイ。これらも写真に収まるのは大好き

なようだ。

ここまでで、今回の予定行数に達してしまったので続きは次号にしよ

う、記憶が一ヶ月続けばだが、、、、、。

（不穏当な表現があったため、一部伏せ字にしました。からす新聞社）

ヤ
ン
ヒ
ポ
の

ヤ
ン
ヒ
ポ
の  

ビ
バ
ビ
バ  

N.Y.N.Y.

（左ページからつづく）
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ヤンヒポのヤンヒポの

　　　　ビバビバ N.Y . N .Y .（（11））

さて、前回は伏せ字削除の対象に

なってしまったようだが、今回はなる

べく編集各貴兄の手間を煩らわせ無い

ようにしたいと思う。、、、、のだ

が。

時刻はEST（東部標準時）午後11時過

ぎ。現住居のL.A.とはゆうに3時間の時

差が有る。だから体はまだ夕方8時なの

だ。予定より2時間も遅れたのは今年一

番のサンダーストームが猛威をふるい

全ての航空機を足止めしたためだ。お

かげでこちらはシカゴのオハレ空港内

の滑走路で立ち往生する羽目になっ

た。予定より遅れて到着した先はその

名の通り「THE NEWYORKER HOTEL」

という一泊＄140の由緒有るホテルだ。

そう、ここはアメリカ合衆国、ニュー

ヨークはマンハッタンなのだ。

その町を知るには深夜に限る。当然

光の中では見えない物、真実の世界が

あるはずだ。部屋へチェックイン後、

荷物を置いただけで夜のマンハッタン

へ調査に出かけた。細かい地理を説明

するのは省くが完全に碁盤の目になっ

ていて東から若くアベニュー（番街）、

南から若くストリート（丁目）になって

いる。ホテルの所在は8番街と34丁目の

角に有る。ティファニーの本店は5番街

と57丁目の角、ホテルから歩いて約20

分、ブロードウエイ街の中心であるタ

イムズスクエアは7番街と45丁目の交差

点。歩いて10分弱の距離だ。

ぐるっと回ってタイムズスクエアについたのは大体午前0時半過ぎ。ここ

は新宿と同じく夜通し人並みが絶える事は無い。日本企業の広告ネオンが光

り輝き刺激を求める世界中の観光客でごった返している。やはりヤンヒポと

してはその中に刺激を見いだす事はできず、そこから悪評高き深夜の地下鉄

に潜入することにした。地下鉄の入り口はいたる所に有る。早速発見して階

段を降りて行くとすぐさま×××が寄って来た。何かと思うといきなり「1ド

ル50セントよこせ」と言っている。よくよく話を聞いてみると、地下鉄に乗

るにはトークンという専用の硬貨かメトロカード（日本でも同じテレカの電

車版）が必要で有り、それらを持って無いならオレに１ドル50セント払えば

オレのメトロカードで地下鉄に入れてやるって事だった。一種

のダフ屋だ。しかしそんな事をやっていて連中は儲かるのだろ

うか。そんな事を心配していても仕方が無いので、取りあえず

無難に対処をすべきだろう。まず一番に浮かんだのはこの新聞

で有る。やはりこれは美味しいネタではないか、そう思ったと

たん口から「お前の写真を撮らせてくれたら金を払う」と言って

しまった。なにせ相手はダフ屋なのだから正式に言うと犯罪者

である。そいつらに向かって写真を撮らせろなのだから向こう

の態度が急転直下、極で見えるであろうオーロラのように冷た

く険しい物になった。当然向こうは「お前はコップかぁ？」ま、

当然の疑問で有る。ヤンヒポはすかさず「いや、自分は日本の

ジャーナリストで真実のニューヨークを探してるんだ。」と釈

明。いささか嘘が簡単過ぎた。しかし何事もシンプルな方が良

い場合が有る。相手の×××はいとも簡単にOKしてくれたの

だ。富士写のデジタルカメラをポケットから取りだし相手に向

けると「ちょっと待て」と×××、すたすたと鉄骨の前まで歩い

て行きかぶっていた帽子のヘリを前へ少したらして一張羅な顔

を作ってこちらを見ている。すかさずシャッターを切る。する

と取り巻きが寄ってきて「あたしも入れてよぉぅ」多分ステディ

らしい。次はアベックで撮影、その後は関係ないヤツまで入っ

て記念撮影の状態になってしまった。なんとも大らかなダフ屋

Viva!

New York

（右ページにつづく）
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× ×

「（はあ？ 何言ってんだ、こいつ。「はい」って言ったの聞こえなかったの

か？　俺は肉は食わねえんだって...）」

②

"You don't eat meat, sir?"

「肉はお食べならないんですか？」

"No."　←←←←←本本本本本人人人人人ははははは「「「「「いいいいいいいいいいえええええ」」」」」のののののつつつつつもももももりりりりり

「はい」

"No?  All right. How about fish? We have a nice Dover sole.
したびらめ

「はい？　わかりました。では、魚料理はいかがですか？美味しい舌平目

がありますよ」
× × ×

「（はあ？ 何言ってんだ、こいつ。「いいえ」って言ったの聞こえなかった

のか？　俺は肉は大好きだって...）」

といったわけで、

"You don't like summer?"

に対する答えは、

"No, I don't."（ええ、好きじゃないんです）

"Yes, I do."（いやあ、好きですよ）

ということになるのであった。

この違いはどういうことなのだろう。簡単に言ってしまえば、日本語は

相手本意で、英語は自分本位、と言えるかもしれない。

和を重んずる村社会を育んできた日本では、多数意見に対して「はい」

「ええ」「うん」と言っておけば、波風が立たなくて済む。「はい」とは、「相

手に賛成」、という意味である。賛成しておけば、当面円満にやり過ごす
むらはちぶ

ことができる。村八分にされたら大変なのである。そんな背景があって、

相手本意の返答が生まれたのではないだろうか。

これに対して、イギリスを含むヨーロッパでは、集団に個を溶かす前に

冷静に主体性を確立せよ、という考え方が昔から強かったように思う。

"Yes" は、「自分に賛成」なのである。相手が何と言おうと、自分が好きな

ら "Yes" 、好きじゃないなら "No" なのである。

「サッチーはきっぱりしてるよね」　「うん、そうだね」

"Satchy is decisive."　"Yes, she is."

「サッチーは信用できないよねえ」　「ああああああああああ、わたしも信用できな

いね」

"I don't trust Satchy."　"No, I don't trust her,either."

それから「いいえ」は、日本人にとって、謙虚な姿勢で遠慮をするときに

重宝だ。やっぱり波風は立てないように、相手に合わせて。

「君は彼女のことは何でも知ってるねえ」　「いえいえ、大したこと

ないですよ」

"You know everything about her."　"No,no. I don't know much."

「君に比べれば、僕は何にも知らないな」　「いいいいいえええええいいいいいえええええ、あなたは

よく知ってますよ」

"Compared to you, I don't know anything."　"Yes, yes, you know very

well."

もちろん、上に述べたことが現代の（そして過去の）全ての日本人の、全

ての場面に当てはまる、などと暴言を吐くつもりはない。日英の優劣を論

じているのでもない。それでも、農村を基盤に発展してきた日本という社

会が、集団になると力を発揮するが、個々人の主体性が弱い、ということ

は言ってかまわないように思われるのである。（「思われる」、などという

控えめな言い方が、いかにも百姓っぽい私の出自はいかにも、百姓なので

あった。）
いやおう

社会の欧米化がさらに進み、否応なしに自分自身の意見立場を明確に示

さなくてはならない機会が増えそうな今後の日本。「はい」と「いいえ」はど

うなっていくのだろうか。（望月）

Yes or No
原点シミュレーション番外編その二

「君は夏が好き？」

「ええ。（好きだ）」

「いや。（好きじゃない）」

これを英語にすると、

"Do you like summer?"

"Yes. (I like it)"

"No. (I don't like it)"

ふむ。なんてことはない。中学一年生の英語である。

話題にしたいのは、

「君は夏が好きじゃないの好きじゃないの好きじゃないの好きじゃないの好きじゃないの？」

と、否定する形で問われたときの返答についてである。日本語ではもちろ

ん、

「ええ。（好きじゃない）」

「いや。（好きだ）」

となるわけだが...

まず

せっかくイギリスにいるのだ。世界的評判を保持する英国料理の不味

さを身をもって確かめておこうと思う。自らの舌で味わわなくして、英国

料理攻撃に加担するわけにはいかぬ。この国とそして自分自身の名誉のた

めである。

適当なレストランに入って、

"What do you recommend?"
すす

「お薦めのものは何ですか」

と聞くと、

"Would you like some roast beef?"

「ローストビーフなどいかがでしょうか。」

なるほど、やっぱりそれしかないか。いつか、イギリスに行ったら
たら あ

ローストビーフとフィッシュ＆チップス（鱈を揚げたやつとポテトフライ）

だけは食ってみろ、と言われたことがあるなあ。どうしようかなあ。

んー。などなどうじうじじっくり考えつつ、それじゃあローストビーフを

...、そう言おうとしたら、

"You don't eat meat, sir?"

「「「「「肉肉肉肉肉はははははおおおおお食食食食食べべべべべななななならららららななななないいいいいんんんんんででででですすすすすかかかかか？？？？？」」」」」

さて、あなたはここでどう答えるでしょうか。答えは一つです。

① Yes, I do. I don't eat meat.

② No, I don't. I eat meat.

③ No. I am a vegetarian.

答えは ③ 。「いいえ（食べません）。僕は菜食主義者なんです。」

① や ② ではどうなってしまうかというと、

「いや、食べますよ。僕は肉を食べません。」

「ええ、食べません。僕は肉を食べます。」

あべこべです。変です。日本語との決定的な違いは、"""""YYYYYeeeeesssss"""""ががががが「「「「「いいいいいいいいいいえええええ」」」」」、、、、、

"""""NNNNNooooo"""""ががががが「「「「「はははははいいいいい」」」」」になっていること。試してみましょう。通じません。

［傍点に××が付いているところは、本人の間違った思い込みです］

①

"You don't eat meat, sir?"

「肉はお食べならないんですか？」

"Yes."　←←←←←本本本本本人人人人人ははははは「「「「「はははははいいいいい」」」」」のののののつつつつつもももももりりりりり

「いいえ」

"Yes?  So please try our roast beef. The taste is realy fantastic!"

「いいえ？　それではやっぱり是非うちのローストビーフをお試しくださ

い。そりゃもう、美味しいですよ」
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ファミマ
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中野坂上駅

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

か
ら
す
新
聞
第
十
五
号
、
無
事
、
発
刊
で
き
ま
し

た
。新

聞
に
限
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
新
企
画
目
白
押
し
な

の
で
、
み
な
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

御
意
見
・
御
要
望
を
ぜ
ひ
ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

次
号
発
刊
予
定
日
は
八
月
二
五
日
で
す
。
編
集
協
力

者
、
特
派
員
記
者
、
及
び
、
投
稿
を
熱
烈
に
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

来
社
見
学
を
御
希
望
の
方
は
左
記
の
と
こ
ろ
へ
。

丸
ノ
内
線
新
中
野
駅
徒
歩
〇
分

廣天園

とみん

銀 行

新中野駅

当社（4Ｆ）
中山歯科 2F

おうめかいどうおうめかいどうおうめかいどうおうめかいどうおうめかいどう

（
一
面
の
続
き
）

あ
い

の
こ

合
に
は
、
私
の
名
ま
え
が
発
見
者
の
一
人
と
し
て
残
さ

も
く
も
く

つ
づ

れ
る
の
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
黙
々
と
計
算
を
続

さ
ま

な
が

し
ん

や

え

け
る
様
を
眺
め
な
が
ら
、
深
夜
、
ひ
と
り
、
ほ
く
そ
笑

き

も

ん
で
し
ま
う
気
持
ち
、
わ
か
ら
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
よ
こ
し
ま

宇
宙
人
の
発
見
者
と
し
て
名
を
残
そ
う
と
い
う

邪

が
ん
ぼ
う

じ
ょ
が
い

み

り
ょ
く

な
願
望
を
除
外
し
て
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
魅
力

的
だ
、
そ
れ
が
極
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
的
な
も
の
で

ぎ

じ
ゅ
つ

そ
く
め
ん

ち
ゃ
く
も
く

あ
る
が
ゆ
え
に
。
技
術
的
な
側
面
に
着
目
し
て
い
る

こ
っ
き
ょ
う

じ
ん
し
ゅ

か
た

が

の
で
は
な
い
。
国
境
も
な
け
れ
ば
、
人
種
や
肩
書
き
、

こ

よ

ち

せ
い
べ
つ

ね
ん
れ
い

そ
ん
な
も
の
の
入
り
込
む
余
地
は
な
く
、
性
別
も
年
齢

と

た
い

じ

さ
い

も
問
わ
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
宇
宙
人
と
対
峙
す
る
際

や
く

に
肩
書
き
な
ど
、
何
の
役
に
立
と
う
か
。
あ
あ
、
こ
こ

ま
れ

じ

ゆ
う

び
ょ
う
ど
う

に
は
、
現
代
で
は
稀
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
自
由
と
平
等

が
あ
る
。

あ
た

そ
れ
こ
そ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
与
え
て
く
れ
た
、

じ
ゅ
う
よ
う

げ
ん
そ
う

す
べ

ち
ょ
う
え
つ

重
要
な
幻
想
だ
っ
た
の
だ
。
全
て
を
超
越
し
た
自
由

と
平
等
の
世
界
。さっ
こ
ん

と
く
め
い
せ
い

と
こ
ろ
が
、
昨
今
で
は
、
そ
の
自
由
や
匿
名
性
の
ゆ

は
ん
ざ
い

ひ

ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

し

え
に
、
犯
罪
や
誹
謗
中

傷
な
ど
な
ど
、
ネ
ッ
ト
も
次

だ
い

ぶ
っ
そ
う

は
じ

け
っ

か

第
に
物
騒
な
側
面
を
持
ち
始
め
て
き
て
い
る
。
結
果
、

か
く
し
ゅ

き

せ
い

つ

ま
と

あ

各
種
の
規
制
が
付
き
纏
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
り
、
揚

く

は

と
う
ち
ょ
う
ほ
う

げ
句
の
果
て
に
は
盗
聴
法
と
き
た
。
そ
こ
に
人
間
が
い

か
ぎ

ぜ
ん

あ
く

し

か
た

る
限
り
、
善
も
あ
れ
ば
悪
も
あ
る
の
は
仕
方
が
な
い
こ

と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
私
の
好
き
な
イ

ゆ
め

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
夢
の
よ
う
な
場
所
の
ま
ま
で
あ
っ
て

じ
ゅ
つ
か
い
ひ
と
し
き

ほ
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
じ
み
た
述
懐
一
頻
り
。

た
ち

ば

し
ん
れ
い

と
こ
ろ
で
、
私
の
立
場
だ
が
、
宇
宙
人
だ
の
心
霊
現

ふ

か

ち

象
だ
の
、
そ
ん
な
不
可
知
な
も
の
に
も
極
め
て
肯
定
的

が
い
あ
く

で
あ
る
。
楽
し
め
そ
う
な
ら
、
か
つ
、
害
悪
を
与
え
る

よ
う
な
も
の
で
な
い
の
な
ら
、
何
で
も
か
ま
わ
な
い
で

き
ょ
う
り
ょ
う

か

が
く
し
ゃ

た
わ
ご
と

か

は
な
い
か
。
狭

量
な
科
学
者
の
戯
言
に
耳
を
貸
す

ひ
つ
よ
う

必
要
な
ど
な
い
。

し
ょ
く
ん

く
る

生
徒
諸
君
は
テ
ス
ト
で
科
学
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と

し
ば
し
ば

も
屡
々
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
が
、
科
学

や
く
わ
り

の
役
割
な
の
で
は
な
い
。
オ
ー
ト
バ
イ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

か
い
が
い
り
ょ
こ
う

タ
、
カ
ラ
オ
ケ
や
海
外
旅
行
な
ど
な
ど
、
ぱ
っ
と
思
い

あ

せ
ん
じ
ん

つ
く
も
の
を
挙
げ
て
み
て
も
、
ど
れ
も
が
先
人
た
ち
が

き
ず

せ
い

か

築
き
上
げ
て
き
た
成
果
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
現
代
の

せ
い
か
つ

よ

あ

い

ぞ
ん

生
活
は
、
善
く
も
悪
し
く
も
、
多
く
を
科
学
に
依
存
し

ち
ゅ
う

い

て
い
る
の
で
あ
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

ば
ん
の
う

は
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
万
能
だ
と
い
う
わ
け
で
も
な

も
う
も
く

あ
ん

き

き
ょ
う

か

し
ょ

い
、
と
い
う
と
こ
ろ
。
盲
目
に
暗
記
し
た
教
科
書
の

な
い
よ
う

え
い
え
ん

か

内
容
が
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
今

あ

す

あ
り
え
な
い
こ
と
も
、
明
日
ど
う
な
る
か
は
誰
に
も
わ

か
ら
な
い
。
そ
れ
も
ま
た
科
学
な
の
で
あ
る
。

あ
し
た

そ
う
、
明
日
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
ん
だ
。
さ
あ
、

あ
そ

ど
う
し
よ
う
。
す
っ
と
ぼ
け
て
遊
ぶ
も
よ
し
、
見
え
な

い
明
日
に
向
か
っ
て
も
が
く
も
よ
し
。
こ
ん
な
こ
と
を

考
え
る
と
、
つ
く
づ
く
人
間
は
自
由
だ
な
、
と
思
う
、

そ
う
ぞ
う

け
つ
だ
ん

く
だ

見
え
な
い
も
の
を
想
像
し
、
見
え
な
い
決
断
を
下
す
な

ん
て
。

い
ま

で

あ

未
だ
出
会
え
ぬ
宇
宙
人
の
お
か
げ
で
、
忘
れ
か
け
て

い
た
自
由
と
平
等
を
思
い
出
し
た
今
日
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
夢
が
終
わ
っ
て
も
、
心
の
中
に
は
そ
ん
な
世

た
も

界
を
保
ち
続
け
た
い
も
の
だ
。

（
全
太
）

　はじめまして。波田由紀美（はたゆきみ）です。担当は英語

です。

　今は先生ですが、かつては私も全太先生の生徒でした。も

うあれから10年も経ってしまったんですね。時が経つのはと

ても早いし、いつ死んでしまうかもわからないので、やりた

いことは早目にやってしまわなければならないなと、最近つ

くづく思っています。

　そこで、今のところ私がやりたいと思っていることは外国

へ行くことです。海外へは行ったことはありますが、まだ数

か国です。これではまだまだ足りません。もっとたくさんの

国へ行きたいんです。できれば食べ物の美味しい国がいいで

すね。日本では食べられないものを食べて、日本では観られ

ないものを観て、日本では体験できないことを体験する。最

高です。

　でももっと最高なのは、外国にいると日本にいるときとは

違った時間が流れていて、私の悩みは、なんてちっぽけなこ

となんだろうって気付くことができるということです。これ

は大切です。悩むことはとても必要なことですが、人生は意

外と短いので、下らないことを長いこと悩んでいたらもった

いないと思うんです。

　だから私には悩む必要のないことでちょっと立ち止まるこ

とはあっても、転んで倒れている時間はないんです。短い人

生なんだから、やりたいことをできるだけやって楽しく生き

ていきたいなと思っています。

波田先生だ


